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1. はじめに 
舞鶴工業高等専門学校 HANDMADE 部では，令和 3 年から京都大学フィールド科学教育研究セン

ター芦生研究林（以下，芦生研究林と略す）の PR のための VR 動画作成の依頼を KDDI 株式会社(以
下， KDDIと略す)よりいただいた．芦生研究林が資料の提供，KDDIが機材の提供，HANDMADE部
が動画の作成を行うという 3 者連携で，約 1 年間かけて 360 度動画を 3 本制作してきた．本稿ではプ
ロジェクトの概要と制作した VR動画について報告する． 
 
2. 芦生研究林について 
芦生研究林は京都市の北約 35 km，福井県と滋賀県に接する京都府北東部，由良川源流域に位置し，

約 4200 haの面積を誇る．気候区分では日本海型と太平洋型の移行帯に位置し，植生区分の上からも温
暖帯林と冷温帯林の移行帯に位置するため，植物の種類が多い．冷温帯下部に属する天然林は，大規模
に残された森林として西日本有数であり，貴重なものとなっている 1)．斜面上部ではアシウスギの分布
密度が高く，中腹ではブナを主にミズナラなどが優占し，斜面下部から沢沿いの湿潤なところにはトチ
ノキとサワグルミが優占する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 芦生研究林地図 2) 

 
 
 
 
 
 
 

1舞鶴工業高等専門学校 電気情報工学科 3年 
2舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 3年 
3舞鶴工業高等専門学校 機械工学科 5年 
4舞鶴工業高等専門学校 専攻科 総合システム工学専攻 1年  
5舞鶴工業高等専門学校 電気情報工学科 准教授 
6舞鶴工業高等専門学校 教育支援研究センター 技術職員 
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演習林設定以降は，天然スギの伐採，椎茸生産，製炭事業などが行われ，跡地にスギ林を造成してき
た 3)．昭和 20 年代後半から奥地林までの林道が作られ，昭和 30 年代には伐採量はピークをむかえた．
しかし平成以降は，管理･研究･教育目的を除き天然林の伐採は行わず，スギ人工林の保育，天然更新補
助作業や広葉樹人工林造成を試験的に行なっている．現在の研究林の面積の約半分は地上権の設定以降，
人手が加えられていない天然林であり，原生的な森林もある． 

芦生研究林では 1990 年代後半よりニホンジカによる下層植生の過採食と生態系の改変が進行した．
そこで 2006 年と 2016 年に 1 基ずつ，合計 2 基の大規模シカ排除柵と多数の小型柵が設置された．柵
が設置された場所では柵外に比べ比較にならないほど植生が回復している．現在では，研究林の教職員，
研究者，ボランティアなどによる植生の保護が行われているが，引き続き生態系の劣化は進行している． 
 
3. プロジェクトの始動 

2021 年 5 月 26 日に VR 動画の作成の依頼をいただき，6 月中旬から HANDMADE 部として活動を
始めた．2021 年 6 月 16 日には芦生研究林，KDDI，HANDMADE 部による初の 3 者合同会議が行わ
れ，事前に連絡されていたプロジェクト内容が再確認された．2021 年 7 月 1 日以降，コロナ禍での連
絡手段の確保として KDDI から iPad が配布され，オンライン会議やチャットなどの連絡手段が確立さ
れた．また，同時期に KDDI から動画編集用のパソコンと編集ソフトが提供され，それらが到着した．
VR 動画のテーマは何にするのか，誰を対象とするのか，何を伝えたいのか，動画の構成はどうするの
かなど会議を何度も繰り返して制作するものを具体化した．進捗データは Slack などのインターネット
情報共有ツールを使って共有し，参加者は自由に閲覧できる状態とした． 

 
4. 技術調査と動画編集のための技術取得  

7 月中旬には機材が届き，環境が整ってきたため，ノウハウ蓄積チームとソフトウェア調査チームの
2 つに分かれて調査を始めた．前者については，KDDI より提供していただいた Power Director で何が
できるのか，できないのかを調べながら動画作成の練習を行った．制作した練習動画は，3 者会議にお
いて共有し，参加者から様々なご意見をいただいた．後者については，360 度動画が編集でき，充実し
た編集機能を持つ他のソフトウェアを調査した．結果的に，3D モデルが導入でき，無料で使用できる
などの理由から Unity が提案された．夏合宿中に調査をし，８月中旬の３者会議で結果を共有した．2
チームの調査より，Power Director は 2D の編集能力は十分にあるが 3D 編集にはやや不向きであるこ
と，Unity の利用には高スペックのパソコンが必要であり技術取得には時間を要すことが分かった．し
たがって，Unity の導入を見送り，Power Director で編集作業を行うことが決定した． 

 

 
 

図 2 VR 動画編集の様子 
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5. 360度動画の制作 
2021年 8月 13日より動画制作が始まった．当初の予定では，本編動画を 1本制作する予定であった

が，時間もあることからダイジェスト版であるツアー編を練習動画として作成することが決まった．そ
の後，本編動画である鹿害編と魅力編の制作に移った．図 3に示すように，部内会議では部員から出た
意見を板書にまとめていた．また，これらを HANDMADE部のグループ LINEを通じて共有を行ってい
た．
 動画制作中は，活動日数の問題に悩まされていた．図 4に，活動スケジュールの一例を示す．2021年
10月 21日～2022年 2月 20日を例に説明する．カレンダー上の動画制作期間としては 130日間あった
としても，実際に活動場所を借り活動した期間はそのうち 23 日しかなかった．これは，テスト 2 週間
前の部活動停止期間，冬休みなどの長期休暇があったためである．
また，別時期には新型コロナウイルスによる臨時休校・遠隔授業によって急な予定変更や遠隔での部

内会議を余儀なくされ，進捗管理に苦労した．

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 部内会議で出た意見 
 

 
 

図 4 活動スケジュールの一例 

─ 61 ─

No.58　2023（令和５年-３） 芦生研究林の現状と魅力を伝えるVR動画制作の報告



   
 

   
 

5.1 ツアー編 
8 月中には，使用する動画や各部分の時間配分などを決めた原案をまず作り，3 者会議で共有した．

原案作成にあたり，芦生研究林よりいただいた動画を部内で見ながら話し合い，使用する動画の選定を
行った． 
動画編集の際には，VR ゴーグルで視聴するときと編集画面で視聴するときの差に悩まされることが

多くあった．例えば，彩度や明るさの調整，編集画面と VRゴーグルで見る文字や画像のサイズ感など
である．図 5に編集画面と VRゴーグルの画面（スマートフォンの VRゴーグル機能を使用したもの）
の見え方を示す．編集をしては VR ゴーグルで確認し，再度調整するという作業を何度も繰り返した．
部員が VRゴーグルで確認している様子を図 6に示す． 
また，360度動画ならではの問題として，撮影者が動画内に入ってしまうことが挙げられる．視聴の

妨げになると判断し，図 7のように黒い四角で覆い隠す編集を行った． 
他にも，夏合宿が新型コロナウイルスの影響で 2 週間の予定が 1 週間ほどに短縮されてしまい，リ

モート作業になるなどの困難があった．しかし部内で役割分担を行うなど臨機応変に対応することで作
業を進めていった．そして，2021年 10月 7日にツアー編が完成した． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
(a) 編集画面 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) VRゴーグル装着時 
図 5 編集画面と VRゴーグルの画面 
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図 6 VRゴーグルでの確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 7 撮影者の黒塗り 

 
5.2 芦生研究林へ現地訪問 

2021 年 10 月 16日に，今回のプロジェクトに関わる部員と教職員で，芦生研究林を現地訪問した．
図 8に訪問した際の様子を示す．長靴とヘルメットを着用して林内へ入り，実際に自分たちの足で歩く
ことで芦生の美しさや鹿による食害の現状を身を持って知り，感じることができた．芦生研究林の名所
である大カツラなどを見て回り，鹿柵が設置されているところまで歩いた．研究林の方による説明も併
せてあり，芦生研究林の事をより深く知ることができた．また，部員数名のヘルメットには，360度カ
メラを装着して，動画撮影を行い，素材収集なども併せて行った． 
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(a) 大カツラの見学 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(b) 斜面におけるキノコの撮影 
図 8 芦生研究林訪問の様子 

 
5.3 芦生研究林の本編 

2021 年 10 月 19日から，本編動画の制作を開始した．同日，舞鶴高専に京都大学フィールド科学教
育研究センター特定講師 赤石大輔氏や KDDI が来校し，本編動画に関する意見交換を対面で行った．
本編では，「魅力」と「鹿害」というテーマの 2本を制作した．当初は，「魅力」をテーマにした動画の
中に鹿害を組み込む予定であったが，動画の尺の都合で鹿害を独立させることになった． 
また，本編ではツアー編と異なり原案作成の後に，絵コンテの作成を行った．絵コンテにより，構成

と編集担当が密に連携を取ることができたため，動画の完成度が上がった． 
9月には KDDIより VRゴーグルが提供され，いつでも確認作業を行えるようになった． 
本編動画のオープニングには芦生研究林 100周年記念ロゴが使われている．当初はロゴをいくつかの

階層に分けて切り絵にし，これを用いたアニメーションにしたいと考えていた．しかし，スキャンした
切り絵の解像度が低いため，動画には採用しなかった。実際の本編動画のオープニングでは，通常のイ
ラストデータを用いたアニメーションが採用された． 
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5.3.1 芦生研究林の鹿害編  
 鹿害編は，「芦生の抱える問題を実感してもらい現状を知ってもらう」という目標で取り組んだ．それ
を達成するために動画内において重要なポイントへの視線誘導や，ナレーションの挿入などの工夫を
行った． 
鹿害編の原案を図 9に示す．どの部分に何を表示させるのかを図示し，分かりやすくした．そして 12

月中旬に会議で共有した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 9 鹿害編の動画原案 

 
 次に，図 10 に示すように原案をさらに深めた絵コンテの作成を行った．絵コンテでは，動画のスク
リーンショットを入れるなどしてまとめた．はじめは芦生研究林の説明から始まり，鹿害，鹿柵，水質
の説明と進んでいくよう構成した． 
編集の際には動画内に部員によるナレーションを挿入する，分かりにくい語句の説明を画面の端で行

うなどの工夫を施した． 
３者会議やチャットでのやり取りを重ねていく中で，動画の色調や字幕のフォントサイズなど気にな

る点を調整していき，完成度を高めた．そして，2022年 5月 10日に動画が完成した． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 10 鹿害編の動画絵コンテ 
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5.3.2 芦生研究林の魅力編  
魅力編では，「芦生の美しい四季をテーマとし，それぞれの季節でみられる景色や生き物を味わって

もらう」ことを目標とした．その実現のために動画に対して過度な編集を行わず，見ている人に景色や
環境音を意識してもらえるようにした．  
 魅力編の原案を図 11に示す．案をいくつも作成し，3者会議においてどの案を深めていくかなどを話
し合った．そして，鹿害班と同様に絵コンテの作成を行った．これを図 12 に示す．絵コンテの段階で
は「1.季節 2.動物 3.植物 4.歴史」と説明のジャンルごとに分けていたが，最終的には「1.夏 2.秋 3.冬 
4.春」と季節ごとに分ける動画構成となった．春を最後にした理由は，見ている人が温かみ感じながら
動画の視聴を終えられるようにしたかったためである．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 11 魅力編の動画原案 
 

また，ツアー編で隠していた撮影者を今回は隠さないことにした．これは鹿害班も同様の編集を行っ
ている．撮影者を隠すと「景色が大幅に消える」，「撮影者の圧迫感よりも違和感のほうが勝る」などの
意見がツアー編で出されたため，このような編集を行った． 
魅力編も３者会議やチャットでのやり取りを重ねていく中で，動画の色調や字幕のフォントサイズな

ど気になる点を調整していき，完成度を高めた．そして，2022年 5月 10日に動画が完成した． 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 魅力編の動画絵コンテ 
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6. 動画初公開 
2022年 6月 18日に京都大学 125周年記念イベントが開催され，部員数名が参加した．そこでは作成

した 2 本の本編動画が一般公開され，イベントでは，総勢 128 名の方に体験していただくことができ
た．  
そのイベントの様子を図 13 に示す．ブースには VR ゴーグルが置かれており，参加者はそれを使用

し動画を見ることができた．実際に動画を楽しんでいる参加者の方を見ることができ，来場した部員一
同達成感を得ることができた． 

 

 
 

(a) イベント会場 
 

 
 

(b) イベント会場における VRカメラの視聴 
図 13 京大 125周年記念イベントの様子 
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7. おわりに  
本稿ではプロジェクトの概要と制作した VR動画について報告を行った．2021年 5月 26日から 2022

年 6月 18日という 1年以上のプロジェクトだったが，無事に動画を完成させることができた．また，
このプロジェクト芦生を通して貴重な経験を多く得られた． 
 
謝辞：最後に本プロジェクトを成功させるにあたり，関わっていただきました芦生研究林，KDDI関係
者各位に深く感謝申し上げます．その中でも特に，動画を制作するに当たり終始適切な助言を賜り，ま
た丁寧に指導して下さった京都大学フィールド科学教育研究センター 赤石大輔特定講師に感謝申し上
げます．  
 
参考文献 
1) 福本繁,『芦生研究林を歩きつくす』,ナカニシヤ出版（2021） 
2) 京都大学芦生研究林 ,“一般利用（散策等）する場合” ,利用案内 ,https://fserc.kyoto-u.ac.jp/wp/ashiu/use/（参照

2023.1.21） 
3) 京都大学芦生研究林,“沿革”,概要,https://fserc.kyoto-u.ac.jp/wp/ashiu/about/history/（参照 2023.1.21） 
 

 (2022.12.9受付) 

─ 68 ─

坪倉　咲希，弘山　結，福島　健太， 松本　壮太，丹下　裕，蔭山　海一郎 舞鶴高専紀要


